
 

 

 

 

 

 

 
 

４月の東中生 
 ８４名の新入生が入学し、２６１名でスタートを切った東中ですが、キラリと輝く姿が随所に見られました。

そんな姿を増やすことも大切ですが、後輩の、先輩の、仲間の、時には気の合わない人であってもそのよさを認

められる、見つけられる東中生であってほしいものです。それが本年度の重点目標の一つである「自主・自立」

につながってもいくのだと思います。 

あいさつ運動に励み・応える東中生 
「おはようございます！」の大きな声が響き渡る朝の校内。近寄っ

ていくとあいさつ運動に励む校風委員の生徒たち。それに自然と応え

る全校生徒。毎朝、言葉と心の交流から東中の生活は始まっていた。 

 

 

 

 

 

自分のレベルアップでしょうか、東中のレベルアップでしょうか。そ

れとも両方なのでしょうか…。 

 

「聞く」「聴く」の違いがわかる東中生 
「人の話を聞く」ことは中学生に限らず大人の世界でも大切なこと。

音声だけを「聞く」のならどっちを向いていても聞ける。部活動説明

会の際、１年生たちは誰に言われるでもなく、話している人に体を向

けて「聴」いていた。その字が示すように「耳」も「目」も「心」も向

けて「聴」いていた。 

 

 

 

 

 

 

膝をついて雑巾がけする東中生 
掃除中の校内を見渡すと膝をついて雑巾がけ

する生徒ばかり。立ち止まって聴いてみると「当

たり前のこととしてやっていました」と応える

男子生徒。しかも近くには先生はいない。やらさ

れているわけではないことを表している。 

本年度の重点目標の一つに「挨拶や清掃」があ

るが、どうやら清掃を挙げているのは「きれいな

学校」を目指してのことではないのだろう。男子

生徒が言うように「当たり前を大切にできる人」を目指して今日も清掃が行われているのだ。 

ＰＴＡ 第１回理事会・代議員会・各部会 
 

 

 

 

 

 

 

 

４月１６日（金）に会合があり、顔合わせと活動の確認ができました。本年もよろしくお願いします。 

東中学校だより（２） 令和３年４月２３日 

甍あかくそびえて建てり 校歌の一節より 

佐久市立東中学校   〒385-0007 佐久市新子田 1396-1   Ｔｅｌ．67-2392  

今日、学年の先生方から中学校で大切にしていること、中学校の生活

について話をしてもらいました。その話の中で、私が力を入れていき

たいことは「あいさつ」です。すれ違った人には誰にでもあいさつを

して、レベルアップしていきたいです。（一年生の生活記録より） 

言われたことができない、自分のことができないのは三流です。言われ

たことしかできない、自分のことしかやらないのは二流です。言われた

こと以上にやる、自分のことじゃなくてもやるのが一流です。そして、

そのやり方を考え工夫して、よりよくやろうとするのが超一流です。ぜ

ひ超一流を目指して活動に励んでください。（部活動係の先生より） 



新しい学校生活での不安や悩みはいつでも気軽に相談しよう！ 
 新学期はいつもと違う生活の中で、知らず知らずのうちに心に疲れや不安を抱えてしまう人もいたかもしれま

せん。そんな時は、思い込まずにまず話してみましょう！ 

◇学校の先生に話してみよう！〔クラスや学年の先生、保健室の先生、田子先生（スクールカウンセラー）〕 
⇒「ちょっとだけ話を聞いてもらえますか？」「相談したいことがあるのですが、いいですか？」 

◇お家の人に話してみよう！ 
⇒「なんとなく気持ちが落ち着かないんだ…」「最近、なんかつらいんだ…」 

 

でも話せる人がいない・・・そんな時でもあなたの不安な気持ちを話せる場所があります。 
◇学校生活相談センター・・・・・０１２０－０－７８３１０（２４時間対応） 

◇長野県こども支援センター・・・０８００－８００－８０３５（月～土 １０：００～１８：００） 

 

他にも長野県にはたくさんの相談窓口がありますよ。 

 


